
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和４年度学校評価 結果

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度

（評価）
進捗状況と見通し

達成度

（評価）
実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイプラ
ンの成果指標を達成した教師80％以上

・校内研究を通じて教職員間でマイプランを共有し、組織とし
て学力向上の取り組みの促進を図る。
・児童や職員にアンケートをとり、取り組み内容を振り返り、
改善につなげる。研究授業の際には、参観の視点に共通実
践内容を加える。

B

・校内研究を通して算数を主体とした授業作りを構築し、全職員で共
通した取り組みを行っている。
・研究授業に取り組み、その都度同じ視点で評価を行っていくことで
授業改善を図っている。今後も、校内研の目標をもとに共通実践を
行っていく。

A

・年間を通して、共通した実践と授業作りを行うことができた。
・全ての研究授業で、研究の視点に沿った授業実践を行い、相互評
価や事後研を通して研究を深めることができた。 A

・研修組織等を作り、担当者を中心に課題達成に
向けて取り組まれている。実践や評価を通した綿
密な教育活動がその成果につながっている。

(主)学力向上対策コーディ
ネーター
(副)研究主任

○話し合う活動(よかよかタイム)を軸とした
授業作り

○よかよかタイム（学び合い）を通して、自分
の考えを深めたり、広げたりすることができ
たと思う児童が80％以上にする。
○学習規律の徹底（聞く態度）

・授業のユニバーサル化を意識した問題解決

型の授業を展開する。

・各教科の学習で、よかよかタイムを設け

る。

B

・学校全体で問題解決型の授業に取り組み、考える力や話し合う力
を養うことができるように取り組んでいる。まだ、児童主体となってい
ないので今後も改善を図っていく。
・算数科でのよかよかタイムの導入は取り組むことができている。他
教科に関しては順次取り組む必要がある。

B

・学校全体でＵＤや問題解決型を意識した授業を行い、授業改善に取り組
むことができた。
・各教科の学習でよかよかタイムに取り組み、話し合いの視点の与え方や
形態、人数の工夫についての実践を出し合うことで、内容に応じた話し合い
の有効な仕組み方を職員で共有することができた。

B

・全職員で算数を中心とした授業作りが児童や保護者のアンケート
からも確認することができた。今後も改善策を講じながら進めていっ
てほしい。学力向上については、課題として挙がっているので次年度
も継続して取り組んでほしい。

(主)研究主任
(副)学力向上対策コーディ
ネーター

●児童生徒が、自他の生命を尊重する心、
他者への思いやりや社会性、倫理観や正義
感、感動する心など、豊かな心を身に付ける
教育活動

○「道徳の時間」の充実を図り、児童の道徳的価値の自覚を深めていく。
○Q-Uテストを年2回実施し、学級経営に反映させる。
○たてわりでの遊び・掃除・給食・学校行事を実施し、たてわり活動の充実を
図り、活動が楽しいと感じる児童を80％以上にする。
○児童の困り感を早期発見し、対応する。

・各教科等との関連を意識した「道徳の時間」を実施する。

・「ぽかぽかカード」の活用方法を見直し、児童一人一人の自己肯定感を高める。

・学級経営研修会において、Q-Uテストの分析をもとにした経営案を策定し、不満足群を１０％

以下に減少させる。

・児童会活動で代表委員会を通し、企画・実行することで、児童の達成感を高める。

・生活指導協議会（第４水曜）で、児童の実態把握と特別支援教育の手法の情報を共有する。 B

・必要な時に教科と関連した「道徳の時間」を設定し取り組むことができている。

・「ぽかぽかカード」を全校で取り組み、適宜昼の放送などで取り組み状況を伝えている。

・コロナ禍の中で取り組める内容については、児童会活動で運営することができている。

・生活指導協議会を月1回開催し、状況把握を全職員で把握することができた。また、2学期からは、通常

学級の児童だけでなく特別支援学級の児童の様子も把握できるように授業公開をして状況を把握できるよ

うにしている。 B

・「道徳の授業で自分の意見を持って参加している」と回答した児童・保護者・教職員が
85％以上であったので、道徳への取り組みが定着したと思われる。
・「友達への思いやりやぽかぽかカードの取り組み」については、教職員・保護者共に
95％以上であったが、児童においては80％程度であったので、児童にはぽかぽかカード
がマンネリ化しているのかもしれない。
・「縦割り班で仲良く活動できている」については児童・保護者・教職員共に90％以上で
あった。来年度は縦割り遊びを通して一層思いやりの気持ちを育んでいきたい。

A

・児童の生きる力を醸成するための教育活動とし
て道徳教育の充実は、必須である。アンケートより
児童・保護者ともに効果的に取り組みがなされてい
ることで安心している。今後も継続してほしい。

(主)道徳教育推進教師
(主)人権･同和教育担当者
(副)各学年主任

●いじめの早期発見、早期対応体制の充実 ○児童の実態把握のため、アンケートを全児童を対
象にとり、いじめ問題等、早期発見を行う。
○アンケートを活用して、事前にいじめ防止ができた
と感じる職員を85%以上にする。

・いじめに関するアンケートを児童・保護者を対象として年間2回実施する。
・「○月の心」を月1回行い、気になる子どもとの二者面談を実施する。
・「○月の心」を学年間で共有し、複数の教師で指導にあたる。
・全校集会を通したいじめへの予防的指導を行う。 A

・1学期にアンケートを実施し状況把握をすることができた。

・「◯月の心」を月1回取り組んだり、そのほかで気になる児童については、本人や保護者と連絡や面談を

適宜行っている。

・いじめ事案については、管理職と相談した上で、関係職員と連携を図りながら指導や話し合いを行ってい

る。

・コロナ禍の状況で全校放送を通して、いじめへの予防指導を行うことができた。今後も適宜行っていく予

定である。

B

・2学期にもアンケートを実施し状況把握をすることができた。
・年間を通して「◯月の心」を月1回取り組むことができた。また気になる児
童については、直接本人へ聞き取りを行っている。
・事前にいじめ防止ができたと感じる職員は73%となり目標数値を下回った。
今後の取り組みを強化していきたい。

B
・啓発活動の充実、早期発見・早期対応について
管理職を中心に取り組んでいただいている。先生
方が広くアンテナを立てて児童を見守っていただき
たい。

(主)生徒指導主事
(副)各学年主任

○いじめへの予防的指導の実施
○いじめ防止対策委員会の活性化

○いじめ防止等について、組織的対応がで
きていると回答できる職員が90％以上にす
る。
○いじめ防止対策委員会を年２回開催し，対
応等の確認をする。

・心のアンケートやいじめアンケートを通して
子どもや保護者からの情報を得ながら、早
期発見と対策を目指していく。また、講じた
対策が適切であったか、対策委員会で検討
し、次へ生かす。

B

・月1回の心のアンケートや6月末のいじめアンケートより情
報を集めることができた。いじめ事案については、担任を含
む複数体制で状況把握を行った上で対策を行っている。

A

・いじめ防止等について、組織的対応ができていると回答で
きる職員が96％以上となり目標数値を上回った。
・いじめ防止対策委員会を6月、1月の年２回開催し、学校の
現状や課題について報告をした。また話し合いで出た指導法
など全職員へ情報を共有し指導に生かした。

A

・管理職を中心とした組織体制が整っているので
何か起きてもすぐに対応してもらっている。今後も
後手に回らないように心がけてほしい。 こころの教育部

次の中から１つ以上を選択
❶「運動習慣の改善や定着化」
❷「望ましい生活習慣の形成」
❸「望ましい食習慣と食の自己管理能力の
育成」
❹「安全に関する資質・能力の育成」

❶授業以外で運動やスポーツを行う時間が
１週間で420分以上の児童生徒70％以上
❷「夏休みがんばり表」の〇が4日/7日以上
の割合を昨年度よりも増やす（早寝早起きが
できた(R3:67％）・1日3回歯みがきをした
(R3:88％)）
❸「健康に食事は大切である」と考える児童
生徒75％以上
❹児童生徒の交通事故を０（ゼロ）にする

・学期に1回「よかっ子オリンピック」を実施
し、児童の運動に対する意識の向上や体力
向上を図る。
・保健だよりや掲示物で、望ましい生活習慣
についての啓発をする。
・学級担任とのTT授業で児童たちに直接保
健指導を行うことで、自身の体への関心を高
める。
・給食の時間を中心に、食事の重要性につ
いて知らせることで児童の食に関する意識を
高める。
・外部機関と連携して安全教育に取り組み、
児童の安全に関する資質・能力・意識を高め
る。

A

・「よかっ子オリンピック」を1学期実施し、児童

に運動の楽しさに触れることができるような取り組

みを行うことができた。

・保健だよりは、毎月必要な情報を提示し、望まし

い生活習慣となるように心がけている。

・学級担任とTT授業については、すべての学年で保

健指導を終えることができていないので今後も取り

組んでいく。

・給食の時間に食事や食事のマナーについてICTを

用いて広めることができた。

・必要な安全教育に関しては、学校行事の中に組み

A

・1学期と3学期に「よかっ子オリンピック」を開催

することができた。

・年間を通じて定期的に保健だよりを作成し、情報

を発信することができた。

・学級担任とTT授業を行い、全ての学年で計画して

いた保健指導を行うことができた。

・「健康に食事は大切である」と考える児童生徒の

割合は８９％で目標を達成できた。給食の時間を中

心に食事の重要性について定期的に伝えたことで、

児童の食に関する意識を高めることができた。

・火災避難訓練の調査では、９割の児童が出火場所

A

・児童の心身の成長を考え、運動・食・健康など多
方面からサポートをしていただいている。次年度も
継続してほしい。

栄養教諭
健康安全部

○食に関する指導の充実 ○毎日、朝食を食べる児童の割合を80％以
上にする。
〇食事のマナーを意識して食べる児童を
70％以上にする。

・たより等を通じて、地域や家庭への啓発を
図る。
・給食時間の指導を充実させるため、毎月１
回は一斉指導を行う。
・栄養教諭と連携した食に関する指導を実施
する。（各学級１回以上）

B

・食事の大切さについて、分かりやすく保護者に伝
えることができた。
・給食時間の指導は、ICTを活用して、伝えるべき
内容を分かりやすく伝えることができた。
・栄養教諭と連携した授業については継続的に取
り組みを続けている。

B

・児童への働きかけは、給食時間の指導を中心に計画通り
実施することができた。
・家庭への啓発は定期的に実施することができなかったの
で、来年は定期的に実施する。
・２学年食に関する授業を実施できなかったので、年度当初
に授業時期等を提案して年に１回はどの学級でも授業を実
施できるようにしたい。

B

・食の大切さについて学校側で定期的に啓発をし
てもらった分だけ児童の力となっている。何事も習
慣付けとなる活動を計画してほしい。 管理職

●業務効率化の推進と時間外勤務時間の
削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等
時間の上限を遵守する。
・時間外在校時間40時間内の職員80％以
上。

・タイムマネジメントを行うとともに、定時退勤日の推
進や平日の残業時間の削減を強く勧める。
・校内LANを活用し、職員会議等の会議の時間の１
０％削減。

B

・平日の時間外在勤の削減については、まだまだ取り組みが
十分でないので今後も改善を図っていく。
・校内LANを活用していることで、職員会議の準備や会議の
時間が短縮されている。今後も取り組みを継続していく。

B

・年度当初よりも時間外在勤に対する意識改革が進み、削減
がなされてきている。
・職員会議等の時間も削減傾向にある。しかし、新たな会議
等があり、この部分についても検討していくべき課題である。

B
・毎日多忙な生活を送っていると思う。先生方が働
きやすい環境づくりを心掛けてほしい。 管理職

○チームによる教育活動の推進 ○校務分掌や学年間の共通理解・共通実践
を通した協働体制の構築

・目標や役割を明確にし、成果と課題を基に
PDCAサイクルを機能させ、チームで共有を
図る。 B

・目標や役割を明確にし、個人で担うのではなくチームで活
動することの意義を浸透させることができた。その都度、
PDCAサイクルで改善策をチームで考えることができてきた。 B

・徐々にチームとしての動きに変わってきている。課題を個人
で取り扱うのではなく、目標や役割を明確にしてPDCAサイク
ルを利用して運用していくように今後も心がけていきたい。 A

・学校の現状を分析・評価し、教職員全員が共通
理解を図りながら、教育活動がなされている。 管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度

（評価）
進捗状況と見通し

達成度

（評価）
実施結果 評価 意見や提言

○教職員の資質向上

○校内研を中心とした教職員の資質向上 ・校内研で取り組む授業スタイルをどの教科でも定着
させる。
・若手職員のレベルアップを図るためにお互いの授業
を参観する機会を設ける。
・お互いの情報交換を行う時間を設定する。

・算数科で行う授業スタイルをまず定着させ、他の教
科でも使用できるように取り組む。
・若手職員の授業公開をする際に学年グループによ
る参観を行い、資質向上につなげる。
・日頃より意見交換できる時間を短時間であるが設定
する。

B

・算数科で行う授業スタイルは、全職員に定着することができてきた。今後
は、他教科に関しても取り組むように心がけていきたい。
・若手職員の授業公開だけでなく、ベテランによる授業公開をすることで、更
なる資質向上を図ることができた。
・放課後等に学年グループだけでなく、関係職員と情報交換を行うことがで
きている。

B

・算数科の授業スタイルは、全職員に定着しているが、内容に応じて
流れを変えたり、軽重を付ける必要がある。
・通常学級と特別支援学級で研究授業を行い、相互参観することで、
資質向上を図ることができた。
・できるだけ関係職員との情報交換を密に行い、改善策を考えて対
応することができた。

A

・学級の状況や教職員の力量に応じた（管理職率
先の）サポート体制が素晴らしいと感じた。 研究主任

管理職

◎志を高める教育

○地域を愛し、自らの夢や目標の実現に向
けて努力する気持ちを高める教育活動の推
進

・地域の物的・人的学習環境を導入し，東与
賀町民の一員であることを実感できる児童を
育成し、事後の児童アンケート満足度80％を
目指す。

・生活科，総合的な学習の時間を中心に，各

教科で保護者や地域の人材活用を推進し児童

との交流を深め，よりよい地域生活を考え

る。

・学級ごとに，校門周辺での朝の挨拶運動を

A

・各学年で地域や保護者の力が必要な場合は、事前

に連絡を密にとり、活動を円滑に進めることができ

た。今後も積極的に進めていきたい。

・日程を決め、学級の挨拶運動に取り組むことがで

きた。また、保護者や地域を交えて取り組むことで

A

・コロナ禍の中ではあるが、できるだけ地域や保護
者との触れ合いを大事にし、活動を進めることがで
きた。
・年間計画に沿って、児童だけでなくPTAも交えて
朝の挨拶運動に取り組むことができた。

B

・コロナ禍の中での教育活動の取り組みについて
は、努力されていた。また評価も妥当であった。

地域連携
指導教諭

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・令和４年度の当初よりも全職員が同じ志の中で教育活動を行うようになり、児童や保護者からも高い評価をいただいている。フェアプレーの精神を基盤に相手のことを考えた行動がこれからも浸透できるように取り組んでいきたい。
・教育活動に対する取り組み（方法、理念など）を個々の教職員がしっかりと把握し実践していくことが子どもの健やかな成長に寄与している。そのためにも教職員で共通認識、協働実践を一層浸透させていく必要がある。徐々に取り組みの成果が表れてきているので、次年度も取り組みを継続させていきたい。
・県の学力状況調査からも学力向上が本校の課題となる。どの学年も低位層の引き上げを中心に取り組むためにも、授業スタイルの確立と朝の時間の使い方やタブレット学習の充実を図っていきたい。

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校関係者評価

●学力の向上

●心の教育

●健康・体つくり

●業務改善・教職員の働き方
改革の推進

２　学校教育目標
ふるさとを愛し、自ら学び、ともに生きていく東よかっ子の育成

ー「元気」と「笑顔」あふれる学校

３　本年度の重点目標

①学習規律・生活のきまりの継続・徹底

②フェアプレー精神の醸成

③学年サポート制によるチーム支援

４　重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価 最終評価

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀市立東与賀小学校

１　前年度

　　評価結果の概要

・保護者アンケートでは、児童が元気であり、挨拶がよくなっていると感じていることが分かった。

・分かりやすい授業の工夫については、保護者はよく工夫されていると感じていることが分かった。今後とも授業中にICT等や学び合い活動を活用し、わかる授業を展開していく。

・基礎的・基本的な内容の理解と定着が十分でない児童がおり、学習環境の確立を図る必要がある。全職員でこの点について共通理解して取り組みを進めていきたい。


